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研究成果の概要（和文）：美術史の転換期の問題は、何を強調するかで、美術史の語り方が大きく変わってくることも
ある。本研究は、従来美術史で語られてきた枠組みを再検討するための試みである。
　特に、大きな成果は、通常日本の古代末期に登場したとされてきた彫刻の和様の問題である。近年の日本史学の成果
を取り入れると和様の成立は、中世初期とすることが可能かと思われ、和様は日本の中世期を貫く重要な様式であった
ことなどを明らかにした。また、この和様の成立には、中国の唐から宋への転換期の問題も深く関わることを明らかに
した。
　

研究成果の概要（英文）： Talk of the history of art may turn big what the problem of the turning point of 
the history of art emphasizes. This study is a trial to reexamine the framework that has been talked 
about in history of art conventionally.
 Particularly, the big result is a problem of the Japanese sculputural style that has been told to have 
usually appeared in in the late ancient times in Japan. It was thought whether you could do the 
establishment of the Japanese sculputural style with an early medieval period when I adopted result of 
the recent Japanese historical study and clarified that the Japanese architectural style was an important 
style to go through period in the Japanese Middle Ages. In addition, for establishment of this Japanese 
architectural style, I clarified what the problem of turning points from Chinese Tang to Soong was 
concerned with deeply.

研究分野：人文学（日本美術史）
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１．研究開始当初の背景 
 申請者は、長きに亘って日本彫刻史研究を
行い、特に近年は、仏像等の制作者である仏
師の研究に携わってきた。ところで、仏師の
姿を通して造仏のあり方を見ていくと、古代、
特に７世紀後半から８世紀にかけては官営
工房を中心とする造仏が行われていた。そし
て、こうした官営工房の造仏のあり方は変容
しながらも９世紀から１０世紀始め頃まで
確認できる。しかしながら、１０世紀も末頃
になると、大規模な私工房を構える仏師が登
場するとともに、主要な仏師は社会的にはか
なり位の高い僧侶に準ずる者として位置づ
けられ、以後中世に至るまで造仏はこうした
性格の仏師によって行われることなった。そ
うすると、仏像制作者の問題から美術史の古
代から中世の転換期の問題を考えてみると、
従来日本美術史で行われてきたように、平安
時代末期に画期があったと捉えるより、平安
時代１０世紀後半頃に画期があるとみなす
方が妥当なように思えてくる。この問題につ
いては、『日本中世の仏師と社会―運慶と慶
派・七条仏師―』（塙書房、2006 年）で一部
論じ、仏師論という観点であるが従来の日本
美術史の転換期の捉え方や、時代区分のあり
方に疑問を呈した。 
この日本美術史の時代区分の問題は、単に
仏師論に留まるわけではない。仏師のあり方
が変化する平安中期に成立してくる美術様
式である、いわゆる和様の問題は興味深い。
和様は、古代美術の様式と一般的に考えられ
てきたが、こと彫刻の和様に関しては和様の
終焉を通常の時代区分に従って平安末期と
することは問題があるように思われる。「鎌
倉前期彫刻史における京都」（科学研究費補
助金、基盤研究（Ｃ）（２）、平成１３～１５
年度）の報告書で論じたように、京都などで
は少なくとも鎌倉時代半ば頃まで、和様彫刻
様式、すなわち定朝様の仏像が京都仏師によ
って造られ続け、さらに定朝様の仏像彫刻は
変容しながらも中世や近世においても制作
が続けられた事実がある。また、鎌倉時代の
新様式とされる快慶の安阿弥様もある意味、
和様彫刻を再解釈して発展したものと捉え
ることができる。 
そうすると、和様が成立してくる平安時代
半ばこそ美術史の大きな転換期であり、和様
を古代の美術様式と捉えるよりも、中世の冒
頭に誕生し、継承されていった美術様式と捉
え直す必要が生じる。そして、このことは、
われわれの和様に関する概念自体の見直し
をも迫ることになるように思われ、美術史に
おける転換期の問題を再検討する必要性に
気づかされた。 
 さらに、美術史における転換期を見直す問
題は、流派や芸術家個人の様式展開をどう理
解するかの問題にも関わってくる。運慶の作
風転換期をどこに置くかは、運慶様式をどの
ように捉えるかによって変化してくる。また、
慶派様式の転換期は、運慶の登場と重ねるの

が一般的な見解のように思えるが、鎌倉時代
の彫刻様式の大成を運慶の嫡男湛慶とみな
す見方もあり、そうすると慶派様式の転換期
が問題になってくる。 
このように、時代様式や流派様式、あるい
は作家様式をめぐる転換期の問題を改めて
問い直すことは、従来語られてきた美術史の
展開、様式概念の見直しに通じるところがあ
る。あるいは、むしろ美術史の新たな語りを
行うための一つの手掛かりとして、美術史の
転換期の再検討が必要であると思い至った
次第である。 
 
２．研究の目的 
本「美術史における転換期の諸相」の研究
は、従来美術史で語られてきた枠組みを再検
討するための、一つの試みである。美術の転
換期は何を強調するかで変わってくるが、転
換期を明確化することにより、美術史の語り
方は大きく変わってくるからである。例えば、
通常日本古代末期に登場したとされる和様
の美術は、実は中世以降も変容しながらも継
承されている。このことに関して、和様が成
立してくる１０世紀後半を美術史の転換期
と捉え、その成立をもって中世とする時代区
分を打ち立てれば、和様の概念把握が容易に
なり、美術史の語りも変わってくる。こうし
た、転換期の見直しの問題は、流派や画家、
仏師などの問題についてもいえよう。美術史
における様々な転換期を再考することによ
り、新たな美術史の語りを構築することが、
本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、研究代表者である根立研介、お
よび研究分担者である中村俊春、同平川佳世
が所属する京都大学文学研究科を拠点とし
て遂行される。その他、日本美術史（彫刻史・
絵画史、工芸史）、中国美術史、西洋絵画史
の連携研究者９名が集い、共同研究を行った。
これら計１２人の研究者は、各自が設定した
研究課題の解明にまず着手した。 
ただし、テーマとなる地域、時代、ジャン
ルによって日本及び中国彫刻史（根立及び連
携研究者４人〔武笠朗、稲本泰生、松岡久美
子、田中健一〈平成２４年度より〉〕、日本近
世及び近代絵画・工芸史（連携研究者３人〔安
田篤生、宮崎もも、中尾優衣〕）、西洋絵画史
（中村、平川及び連携研究者２人〔深谷訓子、
劔持あずさ〕）の三班に分かれて、専門領域
が近い研究者が議論を重ね、研究をより発展
させることを心がけた。こうした各研究者の
課題に沿った基礎研究は、毎年の研究会で報
告がなされ、本研究の参加者が情報を共有し、
日中、東西美術史などの比較研究の問題にも
着手できるようにした。なお、最終年度は、
３カ年に亘る個別研究を総括するとともに、
各参加者の研究成果を論文にまとめ、これら
を掲載した報告書を刊行した。 
 



４．研究成果 
 本研究は、研究代表者、研究分担者、連携
分担者が、本研究の趣旨に従い、それぞれ個
別テーマを設定し、その解明に従事すること
を基本とするので、個別研究者ごとの研究成
果を記述する。 
（１）研究代表者の根立研介は、日本彫刻史
の転換期の問題、特に古代から中世への転換
期の時期の問題に焦点を当て、研究を行った。
この個別研究では、古代と中世の転換期を従
来の平安時代末から鎌倉初頭にかけての時
期に置くのではなく、平安時代中期ころか中
世とみなすことを提唱した。この新たな時期
区分によって、彫刻の和様は中世的な様式と
みなすことが出来るようになり、また僧綱位
を有する仏師の出現も中世的な仏師像であ
ることを明らかにした。 
（２）研究分担者の中村俊春は、今日オラン
ダ、ベルギー、ルクセンブルクに相当する地
域の美術について、１７世紀以降はフランド
ル美術およびオランダ美術に区分すること
が一般的であることに関して、再検討を促す
研究を行った。このことは、１７世紀のこの
地域の絵画をフランドル絵画とオランダ絵
画の二つの流れとして見るか、ネーデルラン
ト絵画として一つの流れとして見るかとい
う問題であるが、そこにはこの地域の複雑な
政治的、民族的問題が背景にあることを示唆
した。 
（３）分担研究者の平川佳世は、デューラー
等が現れ活躍した、１５世紀後半から１６世
紀前半のドイツ美術の中世から近世の転換
期の画家達の評価を、１７世紀後半に活躍し
たザントラントの著作『ドイツのアカデミ
ー』を通して改めて見直そうとする試みを行
った。そして、ザントラントの柔軟な思考法
は、多種多様な個人様式が並存する転換期の
ドイツ美術を俯瞰する上で、今日においても
有用なモデルになりえるとした。 
（４）連携研究者の武笠朗は、もと興福寺に
一具像として伝わり、現在興福寺や奈良国立
博物館などに分蔵されている四天王像の制
作年代の問題を取り扱った。この四天王像の
制作年代については、平安後期十一世紀から
鎌倉時代初期１３世紀初めに至る諸説が提
唱されているが、武笠は表現や技法などを再
検討して、１２世紀後半から１３世紀初めの
慶派の手になる可能性を出張した。その見解
には説得力があり、今後この四天王像の制作
年代を考える上で重要な見解を提唱した。な
お、武笠の考察は、根立の行った時期区分の
問題と密接に絡むところがあることも注目
される。 
（５）連携研究者の安田篤生の研究は、江戸
時代初期の狩野派を代表する狩野探幽が確
立した着色花鳥図の新様式の成立の問題を
研究した。この新様式は常信を始めとする後
の世代の狩野派の画家に大きな影響を与え
ただけに、江戸時代の狩野派の画期の問題に
繋がる。その成立には、中国絵画の学習の問

題が深く関わることなどを明らかにした。 
（６）連携研究者の稲本泰生は、近年中国で
発掘された南京大報恩寺阿育王塔を取り上
げ、この塔に表された仏像の図像と仏頂骨舎
利の接点に関わる問題を主に研究した。この
研究は、いわゆる唐宋変革期における聖遺物
信仰に絡む有益な情報を提示しているが、宋
代文化の日本の平安仏教文化への影響の問
題にも、新たな情報を提示した点も注目され
る。 
（７）連携研究者の深谷訓子は、ネーデルラ
ント絵画について、現在の美術史における時
代区分や時代認識と、ファン・マンデルの著
名な『画家の書』のうちの「北方画家列伝」
の記載とのずれを検討した。これにより、「北
方画家列伝」の時代認識などがより明確にな
り、また複雑な様相を示すネーデルラント絵
画の多様な絵画史の一端を明らかにした。 
（８）連携研究者の劔持あずさは、イタリア
美術における祭壇画の流れを構造的な観点
から考察し、新しいパーラ形式の祭壇画が出
現した１５世紀を転換期と捉え、この問題を
１４３０年代のアンジェリコ作品を中心に
検討を行った。この検討により、１４３０年
代の新しい祭壇画形式であったパーラは、画
家にとって新しい空間表現を実践する場と
なっていたことなどを明らかにした。 
（９）連携研究者の松岡久美子は、興福寺に
伝来し、現在は米国・ボストン美術館の所蔵
になっている、１１８９年快慶作の弥勒菩薩
像を検討し、この像の革新性を明らかにした。
ボストン像の弥勒菩薩像としての図像成立
の問題や、来迎表現の初発性など、この弥勒
菩薩像が有する鎌倉彫刻史上の注目点を新
たな視点から明らかにした。 
（１０）連携研究者の宮崎ももは、江戸時代
後期の江戸琳派の著名な画家、酒井抱一の仏
画を取り上げ、近世の仏画の転換期の問題に
ついて検討を加えた。抱一の仏画は、古画を
援用しつつ絵画表現としての面白さを求め
たところがあり、鑑賞絵画としても楽しめる
点があることなどを指摘した。そして、抱一
の仏画が、仏画も豊かな創作の場となる近代
仏画への転換期の初めに位置づけることが
出来ることを明らかにした。 
（１１）連携研究者の中尾優衣は、近代日本
の漆工品制作の転換期の問題を研究した。日
本の漆工芸品は、きわめて長期に亘る伝統を
有するが、明治になってこうした伝統の上に
西洋美術史の影響が加わり、新たな発展を迎
える。この様相を明らかにする展覧会「うる
しの近代――京都、〈工芸〉前夜から」を企
画し、２０１４年７月に京都国立近代美術館
で同展を開催し、その成果を世に問うた。 
（１２）連携研究者の田中健一は、８世紀の
舎利信仰の問題を検討し、鑑真の舎利及び関
連文物の将来を舎利信仰史上の転換期であ
ることに検討を加えた。仏像への舎利納入な
ども、中国・唐代の影響を受け継ぐものであ
るが、次代の舎利信仰の前段階を示すもので



あることを明らかにすると共に、舎利信仰が
奈良時代の天皇のあり方にも影響を与えて
いたことを指摘した。 
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号、２０１１、３９－８３ 
⑲ 平川佳世、スプランゲルのイタリア滞在
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史学、１査読有、１０号、２０１１、１
３３－１６２ 
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館、『密教寺院から平等院へ  （『日本美
術全集』第４巻、平安時代Ⅰ）、２０１４、
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